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経営学／経営組織	 10月下旬配本予定	 初ご案内

藤本隆宏（早稲田大学教授）氏・牧野成史（京都大学大学院教授）氏推薦！

越境協働の経営学	組織と国の境界を越えた事業プロセス
椙山泰生（京都大学名誉教授）・長内 厚（早稲田大学大学院教授）・亀岡京子（東海大学教授）・ 
舟津昌平（京都産業大学准教授） 編著

　21世紀に入ってからの約20年間余は、越境協働によるイノベーションの時代であったとも言える。

この間のイノベーション研究は、それまで企業内部や国境内部で完結していたものが境界の外部に拡

張し、「企業や国の境界を越えて協働する」ということを主要なトピックとしてきた。このような越境

協働研究の隆盛にもかかわらず、イノベーションや新規事業の創造にとって、境界があることや、境

界を越えることの意味について、包括的に議論した研究は、それほど多くはない。

　本書は、「企業の境界」や「国境」の概念を整理した上で、企業活動の「越境」から創出されるイノベー

ションのプロセスについて多角的に議論した貴重な研究成果である。同時に、筆頭編著者の椙山氏の

門下生はじめ、共同研究者など、第一線の研究者23名が集結し、椙山氏の京都大学退職記念出版とし

て企画された本書は、単なる記念本として書棚に飾られるのではなく、研究書として活用される価値

ある書籍にすることを目指している。

　巻末の終章では、椙山氏を含む編著者４名が、経営学の研究観について自由に語り合う座談会を収

録した。本書を手に取る研究者にとって、研究のスタンスを考える一助となるであろう。

978-4-561-26771-3　C3034　/　A5 判並製　512 頁　/　5091 円＋税（予価）
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平積み
推奨

目次（仮）

序章　越境協働の経営学
第１編　越境協働と二者間関係：オープン・イノベー

ション
第１章　技術の排出能力
第２章　企業と非企業の協働
第３章　否定感情と状況性
第２編　越境協働への全体論的アプローチ：事業エ

コシステム
第４章　エコシステムの境界とそのダイナミズム
第５章　共同研究の継承とビジネス・エコシステムの構築
第６章　ビジネス・エコシステムのリニューアルと

企業の境界
第３編　越境協働と人工物：アーキテクチャと規格
第７章　コアモジュール部品間の調整戦略
第８章　規格間ブリッジ
第９章　企業と対立するユーザー・イノベーション

と企業の対抗策
第４編　越境協働のドライバー
第10章　アジャンスマンとしての研究開発マネジメント
第11章　エゴセントリック・ネットワークの構造

間の関係と調整の成果に関する実証研究
第12章　合弁による組織を越えた両利きの経営
第５編　国際的な越境協働
第13章　製品の現地適応と親会社の資源利用
第14章　国際的なエコシステム活用と互恵的関係
第６編　越境の意味の変化
第15章　変化する地域統括機能
第16章　クロスボーダーM&Aと海外拠点の役割変化
第17章　サービス産業における輸出概念の整理
終章　なぜ/どのように「越境協働」だったのか―研

究観に関する座談会―
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マーケティング/企業倫理	 10月上旬配本予定	 初ご案内

持続可能な貿易とフェアトレード商品[仮]
エシカル消費時代の購買分析
辻 幸恵（神戸学院大学教授）・岸脇 誠（大阪国際大学教授）著

　SDGｓが浸透して久しく、私たち消費者の意識もひと昔前とは変化してきている。たとえば、もっ

たいない意識の浸透、「断捨離」「ミニマリスト」といった言葉の流行など、不要なものは買わない・

所持しないという風潮になっている。アカデミアの消費者行動論分野においても、これまでは購買

や使用の側面に着目されていたが、廃棄に焦点を当てた研究も盛んに行われるようになった。

　本書は、世界の、そして日本社会の大きなＳＤＧｓの流れの中で、消費者目線からの問題解決の

ヒントを提示できるような内容を目指し、特にフェアトレード、エシカル消費に焦点を当て、大学

生を対象にした調査・分析結果を踏まえた具体的な提言を行っている。

　現代の大学生たちはフェアトレード商品に価値を見出しているのか、また、価値創造につながる

要因はあるのだろうか。本書の分析・提言は、持続可能な社会につながる新し

い消費のあり方へのヒントとなり、また、そのような視点からのSDGs時代のマーケティングにも

役立つはずであろう。

978-4-561-65248-9　C3063　/　A5 判並製　156 頁　/　2273 円＋税

ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール　8/15時点	※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題

配本済み
** オンラインプラットフォームの経営
978-4-561-26751-5　3364円＋税

間もなく配本
異国情緒の感じ方〔８月中旬〕
978-4-561-66247-1　3000円＋税

** 因果過程追跡の基礎〔８月中旬〕
978-4-561-26783-6　1818円＋税

** フォレンジック会計〔８月中旬→９月上旬〕
978-4-561-34229-8　3364円＋税

次号以降の配本・刊行
高収益生産財メーカーの研究〔８月下旬→９月下旬〕
978-4-561-26780-5　3636円＋税

** 経済大国インドの機会と挑戦〔９月下旬〕
978-4-561-96141-3　4545円＋税

** 非営利組織の活動と支援のための会計実務の基礎知識
〔８月下旬→９月下旬〕978-4-561-35232-7　2727円＋税

* 脱炭素物流〔９月下旬〕
978-4-561-76232-4　2500円＋税
* 企業倫理と従業員〔10 月上旬〕
978-4-561-26784-3　2727円＋税

*は「平積み推奨」、**は「特に平積み推奨」

パブリシティ・受賞
日刊工業新聞7/31

ジョブ・クラフティング
978-4-561-26774-4　定価（3364円＋税）　［３刷］

租税実務研究学会学会賞
インセンティブ報酬の会計と税法
978-4-561-36227-2　定価（3182円＋税）

目次（仮）

第１章　途上国の貧困削減とフェアトレード
第２章　フェアトレードの概要と背景
第３章　フェアトレード商品に対する消費者の意識
第４章　フェアトレード・ファッション商品に対す

る日本市場の位置付けとイメージ

第５章　フェアトレード・ファッション商品に対す
る消費者の評価

第６章　エシカル消費の現状
第７章　エシカル消費の先へ：プラスチックによる

海洋汚染の現状と対策

平積み
推奨
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中国経済/新制度派経済学	 10月下旬配本予定	 初ご案内

現実世界と対話する経済学
所有権、人的資本、市場化改革から読み解く中国経済
周
しゅう

 其
き

仁
じん

（北京大学上級教授）著　梶
かじ

谷
たに

 懐
かい

（神戸大学大学院教授）監訳　劉
りゅう

 春
しゅん

發
はつ

（上海立身会計金融学院副教授）訳

　著者の周其仁氏は中国の市場化改革路線を理論的に主導してきた高名な経済学者であるが、日本

ではあまり知られていない。ロナルド・コースが嚆矢となった新制度派経済学に強い影響を受ける

一方、地に足の着いた議論に魅力がある。本書は彼の代表的な論文の集成で、初の邦訳刊行である。

　これまでの劇的な経済成長の実現にあたり、農地や企業の所有権のあり方が変わることで、どの

ように活力が高まってきたのか、人的資本理論も駆使し読み解き、そのダイナミズムを描き出すの

とともに、さらなる改革・発展のための提言も行う。中国経済を中心に幅広く発信を行う梶谷懐氏

を監訳に迎え、『現代経済学』（中公
新書）等の著作を持つ瀧澤弘和（中央大学教授）氏も推薦の貴重な文献！

978-4-561-96142-0　C3033　/　A5判上製　384頁　/　5636円＋税

フランス会計学	 10月下旬配本予定	 初ご案内

フランス会計の歴史と制度	国際的統合化への道筋
藤井秀樹（京都大学教授）・吉岡正道（東京理科大学嘱託教授）・内藤高雄（杏林大学教授）著

　21世紀に入ってから会計の国際化が進み、日本に限らず各国は、自国の会計基準との整合性が問

われることとなった。

　本書は、国際会計研究学会が３年度にわたり、フランス会計に精通した11名からなる研究グルー

プが進めた研究の集大成である。フランス会計と、その研究の歴史を辿りながら、国際化への対応

を浮き彫りにする。フランスの会計制度、国際会計の研究者に欠かせない文献。

978-4-561-36233-3　C3034　/　A5判上製　340頁　/　3636円＋税

目次（仮）

序　章 いま、フランス会計を研究する意義
第 1 章 17世紀から19世紀までのフランス会計学

研究の意義
第 2 章 Plan Comfortable General
第 3 章 「真実かつ公正な外観」とＥＣ会社法指令
第 4 章 フランスにおける会計標準化の現代史（仏語）
第 5 章 連単分離と Plan Comfortable General

第 6 章 フランスにおける資産概念の歴史的変遷
第 7 章 Plan Comptable General の現代化
第 8 章 公会計制度への波及
第 9 章 中小企業の会計
第 10 章 税法と会計の相互的展開
第 11 章 日本への波及
終　章 フランス流国際感覚の導入意義

目次

第 1 章 現実世界における経済学
第 2 章 人的資本の財産権とその特徴
第 3 章 農村改革：経済システムの変遷を回顧する
第 4 章 農民、市場と制度改革
第 5 章 農地の財産権と土地収用制度
第 6 章 市場における企業
第 7 章 「コントロール権という報酬」と「企業家

がコントロールする企業」
第 8 章 公有制企業の性質
第 9 章 企業理論と中国の変革
第 10 章 競争、独占と規制
第 11 章 病気になったら、誰が面倒を見てくれるのか？
第 12 章 貨幣制度と経済成長
第 13 章 体制コストと中国経済
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挟み込み３枚目の一覧注文書でご注文を！

①経済大国インドの機会と挑戦 
グローバル・バリューチェーンと自立を志向
するインドの産業発展

佐藤隆広	編著
A5判上製
512頁
予価（4545円＋税）
978-4-561-96141-3
2023年９月刊行予定
（書影は確定前です）

②図解インド経済大全 
全11産業分野（73業界）収録版	

佐藤隆広・上野正樹	編著
A5判並製　436頁
定価（3636円＋税）
978-4-561-92306-0
2021年１月刊行

【４刷】

③チャイナ・エコノミー第２版  
異形の超大国と世界へのインパクト──	
そのファクトとロジック

A.R.クローバー	著／
東方雅美	訳・吉崎達
彦解説
A5判並製　408頁
定価（2727円＋税）
978-4-561-91140-1
2023年６月刊

『チャイナ・エコノミー第２版』POP

https://www.hakutou.co.jp/download/bookstore/
chinaeconomypop2.pdf	でダウンロードできます。

④グローバルリスクとしての海外腐敗行為 
内部統制機能不全の克服に果たす経営者の役割	

藤野真也	著
A5判上製　184頁
定価（2273円＋税）
978-4-561-26775-1
2023年３月刊行

グローバルサウス
　日本を含む西側諸国が世界を牛耳っていた時代は終焉しつ

つあり、アジアやアフリカの新興国が発言力を持ち、西側諸

国とは異なった論理で存在感を示すようになりました。これ

らの国々、すなわちグローバルサウスについて考える書籍を

ご紹介します。

　①『経済大国インドの機会と挑戦』は、このところ各種メディ
アに寄稿したり、コメントを出したりすることが頻繁になっ

ている神戸大学大学院教授の佐藤隆広氏が編著者となって、

日本における最先端のインド経済と、地政学から雇用制度な

どまで関連する研究を集成した書籍です。特に経済について

は、インドをめぐるグローバル・バリューチェーン（国際価値

連鎖）、すなわち、国際的な分業の中で自立を志向するインドの

産業について、酪農やエビ養殖から製薬、金融まで幅広く、深

く論じられています。

　本書の編者である佐藤氏は2021年刊行の、②『図解インド
経済大全』の共編著者でもあります。本書は４刷となり、イン

ドの11の産業分野（73業界）について、１業界4ページを基本

に概況を紹介しています。そしてインドの社会や文化、地理

などについて、さらに進出実務など、インドで実際に事業を

展開する際の課題についてもフォローし、発売以降もずっと

コンスタントに売れ続けています。

　中国は南に位置するわけではなく、また、米国に肩を並べ

ようかという強大な経済力を持つこともあり、グローバルサ

ウスに含まれたり、含まれなかったりするようです。③『チャ
イナ・エコノミー第２版』は、中国自身の経済について幅広く

深く知ることができ、その簡潔な記述は、第１版の時から高

い評価を得ています。そして本書には、一帯一路や上海協力

機構（ＳＣＯ）などを通して、他のグローバルサウス諸国と関

わる存在である中国、また、既存の国際秩序に抗う中国をど

う考えるかについて、１章を割いて解説しています。ＰＯＰ

を作っています。右記URLからダウンロードも可能ですが、

郵送でお送りもできますので３枚目注文書にてお申し付けく

ださい。

　グローバルサウスでは「法の支配」が必ずしも透徹していま

せん。その結果、事業展開を行う際に否応なく汚職に巻き込

まれることも多く、それが本国、またその他の民主主義国で

の事業展開に悪影響を及ぼす可能性があります。④『グローバ
ルリスクとしての海外腐敗行為』は、そのような事象を防ぐた

めの内部統制を実現する、経営層の行動のあり方を具体的に

示しています。

ロングセラーの深層
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